
            まち●話題のT O P I C S
      

　
9
月
5
日
、
大
桑
地
区
の
田
ん
ぼ
で
、

大
桑
小
学
校
3
、
4
年
生
13
人
が
稲
刈
り

体
験
を
行
い
ま
し
た
。

　
稲
刈
り
体
験
は
、
農
事
組
合
法
人
お
お

が
の
協
力
の
も
と
行
わ
れ
た
も
の
で
、
春

に
自
ら
植
え
た
も
の
を
刈
り
取
り
ま
し

た
。

　
初
め
て
鎌
を
使
う
児
童
は
、
恐
る
恐
る

稲
を
刈
っ
て
い
ま
し
た
が
慣
れ
て
く
る
と

テ
ン
ポ
良
く
稲
刈
り
を
行
い
ま
し
た
。

　
体
験
し
た
児
童
は「
あ
ん
な
に
小
さ
な

苗
か
ら
、
こ
ん
な
に
た
く
さ
ん
の
お
米
が

採
れ
る
な
ん
て
す
ご
い
」と
感
想
を
話
し

て
い
ま
し
た
。

　
10
月
に
茨
城
県
で
行
わ
れ
た
第
74
回
国

民
体
育
大
会「
い
き
い
き
茨
城
ゆ
め
国
体
」

に
出
場
し
た
、
選
手
2
人
と
監
督
2
人
が

出
場
報
告
の
た
め
、
9
月
11
日
、
市
長
を

表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。

　
訪
問
し
た
の
は
、
ク
レ
ー
射
撃
に
出
場

す
る
山
口
浩
二
さ
ん（
山
口
建
設
）、
ハ
ン

ド
ボ
ー
ル
の
監
督
・
各
務
宗
孝
さ
ん（
市

立
岐
阜
商
業
高
校
）、
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ

ル
フ
の
村
瀬
伊
織
さ
ん（
山
県
市
グ
ラ
ウ

ン
ド
・
ゴ
ル
フ
協
会
）、
ア
ー
チ
ェ
リ
ー

の
監
督
・
鷲
見
益
男
さ
ん（
聖
マ
リ
ア
女

学
院
高
等
学
校
）で
す
。

　
市
長
は
、「
ス
ポ
ー
ツ
は
生
涯
に
わ
た

り
い
ろ
い
ろ
な
形
で
関
わ
る
も
の
。
皆
さ

ん
に
は
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
存
分
に
発

揮
し
て
い
た
だ
き
、
活
躍
さ
れ
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
」と
激
励
し
ま
し
た
。

　
選
手
は「
こ
の
年
で
国
体
に
出
ら
れ
る

と
は
思
っ
て
い
な
か
っ
た
。
楽
し
み
な
が

ら
頑
張
り
た
い
」「
昨
年
以
上
の
成
績
を
収

め
ら
れ
る
よ
う
精
い
っ
ぱ
い
や
っ
て
き
た

い
」「
選
手
と
一
緒
に
な
っ
て
、
目
標
に
向

か
っ
て
頑
張
り
た
い
」な
ど
と
大
会
に
向

け
て
力
強
く
抱
負
を
語
り
ま
し
た
。

　
8
月
31
日
、
西
武
芸
橋
周
辺
で
第
12
回

み
や
ま
川
ま
つ
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
ま
つ
り
は
、
西
武
芸
地
区
の
象
徴

で
あ
る
武
儀
川
に
感
謝
し
、
地
域
の
活
性

化
や
親
交
を
深
め
る
た
め
に
毎
年
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

　
当
日
は
、
雨
が
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、

皆
さ
ん
の
熱
気
が
届
い
た
の
か
、
無
事
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
橋
の
欄
干
に
設
置
さ

れ
た
灯
籠
の
、
幻
想
的
な
雰
囲
気
に
多
く

の
人
が
足
を
止
め
て
見
入
っ
て
い
ま
し

た
。

い
き
い
き
茨
城
ゆ
め
国
体
2
0
1
9
に

　
　
　
山
県
市
の
選
手
2
人
と
監
督
2
人
が
出
場
！

大
桑
小
3
、
4
年
生
が

稲
刈
り
体
験

人
と
人
を
つ
な
ぐ

第
12
回
み
や
ま
川
ま
つ
り

鷲見益男さん 村瀬伊織さん 市　長 各務宗孝さん 山口浩二さん
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9
月
2
日
、
10
日
の
2
日
間
、
伊
自
良

湖
付
近
の
小
川
で
、
市
内
保
育
園
の
年
長

児
が
、保
育
園
自
然
体
験
事
業
に
参
加
し
、

生
き
物
探
し
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
は
、
清
流
の
国
ぎ
ふ
森
林
・

環
境
基
金
事
業
を
活
用
し
、
自
然
の
中
で

の
活
動
を
通
し
、
園
児
ら
の
豊
か
な
感
性

を
育
て
る
こ
と
を
目
的
に
実
施
し
ま
し

た
。

　
園
児
た
ち
は
夢
中
で
生
き
物
を
探
し
て

「
カ
ニ
さ
ん
は
石
の
裏
や
す
み
っ
こ
に
隠

れ
て
い
た
よ
。
捕
ま
え
ら
れ
て
う
れ
し

か
っ
た
」と
話
し
ま
し
た
。

　
9
月
24
日
、
高
木
地
区
の
市
総
合
体
育

館
で
、
天
皇
陛
下
御
即
位
記
念「
日
本
ス

ポ
ー
ツ
マ
ス
タ
ー
ズ
2
0
1
9
ぎ
ふ
清
流

大
会
」の
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
競
技
が
行
わ
れ
、

高
円
宮
妃
久
子
さ
ま
が
競
技
を
ご
覧
に
な

る
た
め
、山
県
市
へ
ご
来
市
さ
れ
ま
し
た
。

　
高
円
宮
妃
久
子
さ
ま
が
試
合
を
ご
覧
に

な
る
中
、
各
都
道
府
県
の
代
表
選
手
に
よ

る
白
熱
し
た
試
合
が
展
開
さ
れ
、
会
場
は

熱
気
に
包
ま
れ
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。

　
9
月
19
日
、
大
桑
地
区
の
栗
林
で
、
大

桑
小
学
校
5
、
6
年
生
16
人
が
栗
拾
い
体

験
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
は
、
利
平
栗
発
祥
の
地
山
県

の
栗
を
P
R
す
る
た
め
に
、
山
県
の
栗

を
使
用
し
た
栗
ご
は
ん
を
販
売
す
る
石
井

食
品
㈱
と
、
地
元
生
産
者
が
連
携
し
て

行
っ
た
も
の
で
、
子
ど
も
た
ち
に
山
県
の

栗
を
知
っ
て
も
ら
い
郷
土
愛
を
醸
成
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
子
ど
も
た
ち
は
、
か
ご
が
い
っ
ぱ
い
に

な
る
ほ
ど
栗
を
拾
い「
た
く
さ
ん
拾
え
て

楽
し
か
っ
た
」と
話
し
ま
し
た
。

　
9
月
28
日
、
四
国
山
香
り
の
森
公
園
香

り
ド
ー
ム
周
辺
で
、
明
智
光
秀
ゆ
か
り
の

地 

高
富
ふ
れ
あ
い
秋
ま
つ
り
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
こ
の
ま
つ
り
は
、
高
富
地
域
の
全
て
の

自
治
会
連
合
会
が
参
加
し
て
行
う
も
の

で
、
今
年
で
2
回
目
の
開
催
で
す
。
当
日

は
、
懐
か
し
い
昭
和
歌
謡
や
、
各
地
区
の

の
ど
自
慢
に
よ
る
カ
ラ
オ
ケ
発
表
会
が
行

わ
れ
、
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　
ま
た
夜
に
は
、
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
花
火
大

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
約
3
0
0
発
の
花

火
が
、
越
前
朝
倉
氏
の
一
乗
谷
を
模
し
た

と
も
伝
わ
る
か
つ
て
の
城
下
町
で
、
今
は

静
か
に
田
園
が
広
が
る
大
桑
の
夜
を
彩
り

ま
し
た
。

高
円
宮
妃
久
子
さ
ま
が
ス
ポ
ー
ツ

マ
ス
タ
ー
ズ
2
0
1
9
を
観
戦

生
き
物
た
く
さ
ん
み
〜
つ
け
た

保
育
園
自
然
体
験
事
業

昭
和
歌
謡
と
花
火
が
彩
る

高
富
ふ
れ
あ
い
秋
ま
つ
り

大
き
な
栗
に
ビ
ッ
栗ク

リ

大
桑
小
児
童
が
栗
拾
い
体
験

！
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第24回全国女性消防
操法大会に出場します！

　
11
月
13
日
に
、
横
浜
赤
レ
ン
ガ
倉
庫
イ
ベ
ン
ト
広
場

で
開
催
さ
れ
る
第
24
回
全
国
女
性
消
防
操
法
大
会
に
、

山
県
市
消
防
団
女
性
隊
が
岐
阜
県
を
代
表
し
て
出
場
し

ま
す
。
こ
の
競
技
は
、
6
人
の
隊
員
が
軽
可
搬
ポ
ン
プ

を
使
用
し
て
62
メ
ー
ト
ル
先
の
標
的
に
放
水
し
、
そ
の

迅
速
・
確
実
性
を
競
う
も
の
で
す
。
選
手
は
全
国
優
勝

を
目
指
し
て
連
日
訓
練
を
重
ね
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
あ
た
た
か
い
ご
声
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
元
山
県
市
消
防
司
令
の
故
藤
田
秀
喜
さ
ん
に
対
す
る

叙
勲「
瑞
宝
単
光
章
」お
よ
び
叙
位「
正
七
位
」の
伝
達
式

を
9
月
11
日
、
市
役
所
公
室
で
行
い
ま
し
た
。

　
藤
田
さ
ん
は
、
昭
和
56
年
4
月
の
山
県
消
防
組
合
発

足
と
同
時
に
入
職
さ
れ
、
平
成
30
年
3
月
に
退
職
さ
れ

る
ま
で
、
予
防
課
長
、
北
消
防
署
長
な
ど
を
歴
任
さ
れ

ま
し
た
。

　
災
害
現
場
や
救
助
現
場
に
お
い
て
、
防
災
活
動
や
救

助
業
務
に
尽
力
さ
れ
た
こ
と
が
評
価
さ
れ
、
こ
の
た
び

の
受
章
と
な
り
ま
し
た
。

　
9
月
11
日
、
市
役
所
で
山
県
市
夏
休
み
作
品
展
の
表

彰
式
が
行
わ
れ
、
最
優
秀
賞（
市
長
賞
）に
選
ば
れ
た
児

童
生
徒
16
人
が
、
市
長
か
ら
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　
最
優
秀
作
品
は
、
校
内
審
査
を
経
た
4
4
0
点
が

市
の
審
査
会
に
提
出
さ
れ
、
審
査
の
結
果
、
科
学
作
品

3
点
、
社
会
科
作
品
3
点
、
図
工
・
美
術
作
品
3
点
、

技
術
作
品
1
点
、
家
庭
科
作
品
2
点
、
読
書
感
想
文
4

点
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
表
彰
さ
れ
た
作
品
は
、
表
彰
式

後
に
市
役
所
ロ
ビ
ー
に
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

故藤田秀喜さんに
叙勲瑞宝単光章・叙位正七位を伝達

夏の宝物
　夏休み作品展表彰式

栢野の山の子（大桑）

市
無
形
民
俗
文
化
財
調
査
報
告
書
は
、
市
内

の
小
中
学
校
、
図
書
館
、
中
央
公
民
館
、
地

区
公
民
館
に
備
え
て
あ
り
ま
す
。

■
実
施
日
　
11
月
最
後
の
日
曜
日

■
実
施
主
体
　
子
ど
も
会

■ 

実
施
場
所
　  

栢
野
公
民
館
→
山
の
神 市

内
に
は
、
先
人
が
築
き
、
大
切
に
守
っ
て
き
た
伝
統

的
な
祭
り
や
民
俗
芸
能
な
ど
の
無
形
民
俗
文
化
財
が
多

数
継
承
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
地
域
の
宝
で
あ
る

民
俗
芸
能
や
行
事
に
つ
い
て
、「
岐
阜
県
山
県
市
無
形

民
俗
文
化
財
調
査
報
告
書
」か
ら
紹
介
し
ま
す
。

問
生
涯
学
習
課　
℡
22-

6
8
4
5

山
県
市
の

祭
り
と

民
俗
芸
能

　　 連　載 　　

栢
野
の
山
の
子

（
高
富
地
域
　
大
桑
栢
野
）

13

山
の
神

　
集
落
の
北
東
部
の
山
裾
に
大
桑
城
落
城

の
際
に
戦
死
し
た
人
々
を
葬
っ
た
と
さ
れ

る
六
万
墓
が
あ
り
、
そ
の
裏
山
の
神
社
へ

向
か
う
参
道
途
中
に
あ
る
カ
シ
の
木
の
老

木
が
山
の
神
の
神
木
で
す
。

概
要

　
小
学
生
と
P
T
A
役
員
が
栢
野
公
民

館
前
に
集
合
し
、
小
学
生
の
男
子
の
み
で

山
の
神
を
祀ま

つ

り
に
行
き
ま
す
。
注し

め
な
わ

連
縄
、

供
え
物
を
持
ち
、
山
の
神
の
神
木
へ
と
向

か
い
、
お
参
り
を
し
た
後
で
公
民
館
へ
と

戻
り
ま
す
。
女
子
は
栢
野
地
区
内
の
全
戸

を
回
り
、
山
の
子
に
対
す
る
寄
付
を
集
め

ま
す
。

山
の
子
の
行
事
に
つ
い
て

　
市
内
で
は
大
桑
地
区
や
伊
自
良
地
域
の

長
滝
に
お
い
て
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
現

在
で
は
4
カ
所
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

内
容
は
簡
素
化
さ
れ
て
い
ま
す
。
年
長
者

な
ど
の
家
で
一
夜
を
み
ん
な
で
過
ご
し
、

山
の
神
の
辺
り
に
小
屋
を
掛
け
、そ
れ
を
山

の
子
の
歌
を
歌
っ
て
燃
や
す
と
い
っ
た
行

事
の
在
り
方
は
、
長
良
川
の
中
流
域
に
広

が
る
、山
の
子
行
事
の
特
徴
で
あ
り
、市
内

の
伝
承
に
も
そ
の
残
存
が
認
め
ら
れ
ま
す
。
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2日（土） 少年・少女空手道大会第19回岐阜
北部地区・第17回山県市空手道協会

3日（日・祝） 第72回全日本バレーボール高等学校
選手権大会岐阜県代表決定戦

4日（月・振休） 岐阜地区ハンドボール中学生選抜大会

8日（金） 第42回全国スポーツ少年団剣道交流
大会岐阜県大会（準備）

9日（土） 第42回全国スポーツ少年団剣道交流
大会岐阜県大会

10日（日） 第34回山県市近郊バレーボール大会

17日（日） 岐阜県ママさんバレーボール
第31回全国いそじ大会岐阜県予選会

24日（日） 第25回中日旗岐阜県小学生
バレーボール大会

30日（土） 岐阜県バレーボール協会
小学生競技力向上研修会

夜間休館日　11月17日（日）

総合体育館
11月スポーツイベント

問総合体育館　℡22-6622

スマートフォンやタブレット端末に対応した無料ア
プリ「マチイロ」で、広報やまがたを気軽に読むこと
ができます。

 問企画財政課　℡22-6825

▶ダウンロードはこちらから

App�Store�および�
Google�play�両方
からダウンロード
できます。

プッシュ通知で行政情報をお届け！

岐阜連携都市圏を知ろう！⑨
住み続けたくなるまち「岐阜連携都市圏」を目指して
　岐阜市、山県市、瑞穂市、本巣市、岐南町、笠松町および北方町では、国が進めてい
る連携中枢都市圏制度を活用し、「岐阜連携都市圏」を形成しています。
　この連携中枢都市圏制度とは、人口減少と少子高齢化が進行する中で、相当の規模と
中核性を備える地域の中心都市が、近隣市町と連携して事業に取り組むことで人口減少
を食い止め、活力ある社会経済を維持するための圏域を形成することを目的とした取り
組みです。
　今月は、「本巣市」を紹介します。� 　

本巣市の名所
根尾谷地震断層観察館
　濃尾地震で出現した、垂直に最大約6メートル、長さ
1キロメートルの断層崖「根尾谷断層」。1952年に国の
特別天然記念物に指定されました。その一部を保存、
展示している「根尾谷地震断層観察館」では、地震を学
ぶことができます。また、震度6までの地震体験もでき

ます。断層を実際
に見て、必要な備
えを考えてみま
せんか。

本巣市のおすすめイベント
船
ふな
来
き
山
やま
赤
せき
彩
さい
古墳の館　秋の特別開館

日時　11月23日（土・祝）、24日（日）　9時〜16時
場所　富有柿の里　古墳と柿の館（本巣市上保1-1-1）
みどころ　県内で発見された五基の赤彩古墳（石室内
が赤く塗られた古墳）のうち、三基が船来山古墳群で
見つかりました。そのうち、復元した船来山272号墳
の石室を特別に公開
します。幻想的な赤
の世界を堪能くださ
い。古墳めぐりや里
山ウォークも開催し
ます。
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